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緊急連絡先

緊急連絡先（24時間）
警察 110
救急車 119
消防 119
海上保安庁 118
EMERGENCY NUMBERS (24 hours 
English Speaking)
POLICE 110
AMBULANCE 119
FIRE SERVICE 119
JAPAN COAST GUARD 118
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来日後必要な手続き .
Procedure Required Details Place Fees required Timing Remarks

14 days 

confirmed. 

must join 
month (varies 

location of your 
residence)

on campus

arrival day)

on campus
8,500 JPY

arrival day)

on campus

arrival day)

4
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O
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項目 詳細 場所 金額 期限 コメント

1
住居地の届け出
（住民登録）

日本での居住地を定めてから14
日以内に手続きする必要があり
ます。居住地区の市町村の窓口
に在留カードとパスポートを
持っていき、手続きを行ってく
ださい。

市区町
村

無料
渡日後速やか

に
なし

2
国民健康保険への
加入

在留期間が3カ月を超える外国人
留学生は国民健康保険に加入す
ることになっています。上記1番
の登録手続きが完了したら、市
区町村の国民健康保険窓口に行
き、加入手続きをしてください。

市区町
村

一カ月あたり約
1,000円
（居住地によって
異なる）

渡日後速やか
に

（住民登録と
同じ日）

請求書は直接各学生
に送られます。請求
書が届いたら、内容
を確認し、期限まで
に支払ってください。

3
学生教育研究災害
傷害保険
（学研災）

学生教育研究災害傷害保険は大
学の授業中あるいは課外活動中
の不慮の災害・事故によって学
生が傷害を受けた場合の保険で
す。病気は保証されません。

農工大
学

一カ月あたり約
1,000円
（在学期間によっ
て異なる）

渡日後速やか
に

（住民登録と
同じ日）

出来れば渡日
した日

なし

4
学生賠償責任保険
（学賠）

学生賠償責任保険は、大学の授
業中あるいは課外活動中、他人
に対し賠償する責任が生じた時
に保証される保険です。

農工大
学

生協加入料：
5,000円、
保険料：8,500円/
１年
（在学期間によっ
て異なる）

渡日後速やか
に

（住民登録と
同じ日）

出来れば渡日
した日

生協での割引があり
ます。生協加入料
5,000円は帰国時に
返金されます。

5
学研災付帯 学生
生活総合保険制度
（付帯学総）

学研災付帯 学生生活総合保険
は大学生活24時間における怪我、
病気、事故、賠償責任等に対応
した任意加入制度です。加入の
ためには上記３学研災への加入
が必要です。

農工大
学

保険料：15,000円
～/１年
（保証タイプ、在
学期間によって異
なる）

渡日後速やか
に

（住民登録と
同じ日）

出来れば渡日
した日

なし



日本で生活をするときに
確認しておきたいウェブサイト①

日本での滞在に関する重要な情報については、以下のウェブサイトをご覧ください。

 生活・就労ガイドブック~日本で生活する外国人のみなさんへ~

https://www.moj.go.jp/isa/support/portal/index.html

 交通ルールについて

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/english/traffic_safety/traffic_rul
es/index.html

 災害について

https://tabunka.tokyo-tsunagari.or.jp/disaster/howto.html

 東京都防災ガイドブック (東京都）

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/bousai/1000031/1003770.html

 小金井市役所 

https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/461/koho/Seikatsu-Guide2023.html

 府中市役所 

 https://www.city.fuchu.tokyo.jp/multilingual/index.html
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住民登録、国民健康保険の手続き、ゴミの出し方、
ゴミ収集カレンダーなどは住んでいる市の市役所で

情報を取得できます！

https://www.moj.go.jp/isa/support/portal/index.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/english/traffic_safety/traffic_rules/index.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/english/traffic_safety/traffic_rules/index.html
https://tabunka.tokyo-tsunagari.or.jp/disaster/howto.html
https://tabunka.tokyo-tsunagari.or.jp/disaster/howto.html
https://tabunka.tokyo-tsunagari.or.jp/disaster/howto.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/bousai/1000031/1003770.html
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/461/koho/Seikatsu-Guide2023.html
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/461/koho/Seikatsu-Guide2023.html
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/461/koho/Seikatsu-Guide2023.html
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/multilingual/index.html


日本で生活をするときに
確認しておきたいウェブサイト②

6

近年、学内で電子メール詐欺（メール詐欺）に巻き込まれる事案が報告
されています。日頃から個人情報の管理に十分注意してください。

研究活動等を行う上で、海外機関・企業との連携や契約等で連絡をとりあう際、
相手方が機関・組織や企業にもかかわらず、先方のメールアドレスがGmailな
どのフリーメールアドレス（個人アカウント）である場合は、本物のメールを
装っている可能性がありますので、返信をしない、公式ホームページ等に掲載
されている別の連絡先へ確認をとるなど、対応について十分ご注意ください。

以下のウェブサイトを必ず確認してください。

◆ 犯罪にまきこまれないように

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/anzen/live_in_tokyo/ma
kikomarenai.html

 外国人在留マニュアル 日本で犯罪に巻き込まれず安全安心な生活を送るために

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/seikatub
unka/r5zairyuu-japanese

◆ 詐欺電話に注意

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/japanese/safe_soci
ety/avoid_victim/sagidenwa.html

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/anzen/live_in_tokyo/makikomarenai.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/anzen/live_in_tokyo/makikomarenai.html
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/seikatubunka/r5zairyuu-japanese
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/seikatubunka/r5zairyuu-japanese
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/seikatubunka/r5zairyuu-japanese
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/seikatubunka/r5zairyuu-japanese
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/japanese/safe_society/avoid_victim/sagidenwa.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/japanese/safe_society/avoid_victim/sagidenwa.html


ゴミを捨てる規則について

日本でゴミ捨てのルールを守ることが重要な理由：

 決められた日時、場所、ごみの分別を行わないとゴミを収集してくれません。

 日本では、多くの人がゴミ捨てのルールをきちんと守っており、他の住人にも同じ
ことを期待しています。

 ゴミを放置するとカラスがゴミを荒らし、悪臭がします。自分のアパートでも、廊
下や共有部分にゴミを置かないようにしましょう。

ゴミの収集日・分別方法：

ゴミは種類、地域によって収集日、分別方法が決まっています。住んでいる地域の規
則に従って、決められた収集日の朝に、指定のゴミ置き場に出してください。きちん
と分別していない場合は回収してもらえません。ゴミの出し方については下記市役所
のページを参照してください。

◆府中市ゴミ、資源物収集カレンダー:

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/gomicalendar/i
ndex.html

府中市ゴミ分別ガイドブック:

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/tagengo_guide
book.html

◆小金井市ゴミ、資源物収集カレンダー
https://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gomicale
ndar.html      

小金井ゴミ分別ガイドブック: 

https://www.city.koganei.lg.jp/smph/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gai
kokugobunbetu.html

7 1. 決められた日時、場所、ごみの分別を行わない
と

収集してくれません。

You need to sort correctly, or else your 

garbage will not be collected.

2. ゴミを捨てるルールを守る！

People in Japan make much effort to 

ensure that they are disposed correctly,

   and do expect it from each other.

3. カラスがゴミを荒らし、ゴミが散乱し、悪臭がし
ます。
自分のアパートでも、廊下や共有部分にゴミを置

かない。

 To maintain clean garbage station to 

avoid crows and pests.

a. 収集日・分別方法：ゴミは種類、地域に
よって収集日、分別方法が決まっています。
住んでいる地域の規則に従って、決められ
た収集日の朝に、指定のゴミ置き場に出し
てください。きちんと分別していない場合
は回収してもらえません。ゴミの出し方に
ついては下記市役所のページを参照してく
ださい。

b. 府中市のゴミ回収について・・・府中市役
所

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/
gomirisaikuru/dashikata/gominodasika
ta.html

c. 小金井市のゴミ回収について・・・小金井
市役所

http://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/4
46/gomidashikata/index.html

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/gomicalendar/index.html
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/gomicalendar/index.html
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/tagengo_guidebook.html
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/gomirisaikuru/bunbetu_calendar/tagengo_guidebook.html
https://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gomicalendar.html
https://www.city.koganei.lg.jp/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gomicalendar.html
https://www.city.koganei.lg.jp/smph/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gaikokugobunbetu.html
https://www.city.koganei.lg.jp/smph/kurashi/446/gomidashikata/gomicalendartebiki/gaikokugobunbetu.html


キャンパス生活で役立つウェブサイト

大学からのお知らせは、本学のSIRIUS「掲示版」に掲載しています。

（学生生活・就職進学> 学生生活 > SIRIUS > ログイン）

また、本学のメールアドレス（《8桁》@st.go.tuat.ac.jp）にも配信されること

がありますので、毎日必ず確認してください。

以下を定期的にチェックしてください。

① シリウスの掲示板 (TUAT IDでログインしてください)  

https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/sirius/

② TUAT e-mail  

  （＊＊＊＊＊＊@st.go.tuat.ac.jp)

③留学生のためのGoogle Classroomの確認
 ●「International Bulletin」クラスコード： 3v2sakf

④ TUAT Handbook for Students 

https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/binran/
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事務窓口

府中キャンパス

小金井キャンパス

9

キャンパスマップ

        府中: https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/fuchu/campus_map/

      小金井: https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/koganei/campus_map/

この手引きは、本学の外国人留学生が学生として生活する上で、学生生活を支障なく送ることができるよう知っておかなければならないことが
書かれていますので、必ず読んでください。

なお、その他の連絡事項は随時WEBに掲示されますので、大学ホームページ内のWEB掲示板を見る習慣をつけてください。( 大学ホーム
ページ → 学生生活 →  WEB掲示板https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/info/kyuukou/ ）

また、連絡事項はメールで配信される場合もありますので、大学が付与した個別のWEBメール（《８ケタ》@st.go.tuat.ac.jp）も見る習慣
をつけてください。さらに詳しいことを知りたい場合は、直接事務担当に相談してください。

1. 事務担当

a. 府中キャンパス

b. 小金井キャンパス

2. 事務窓口時間

a. 月曜日～金曜日までの午前8時30分～午後5時15分です。

b. 土曜日・日曜日・祝日・創立記念日（5/31）は原則として閉まっていますが、授業を行う日は開いています。

183-8509 東京都府中市幸町3-5-8

府中地区事務部学生支援室 農学部本館１階

（学生生活係）  042-367-5579

（教務係）  042-367-5662

（入学試験係）  042-367-5659

府中地区学生支援室大学院係
連合農学研究科

農学部本館１階

（学生係）  042-367-5670

183-8588 東京都小金井市中町2-24-16

小金井地区事務部学生支援室 管理棟１階

（学生生活係）  042-388-7011

（教務第一係・教務第二係）  042-388-7010

事務窓口時間

a. 月曜日～金曜日までの午前8時30分～午後5時15分です。

b. 土曜日・日曜日・祝日・創立記念日（5/31）は原則として閉まっていま
すが、授業を行う日は開いています。

https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/fuchu/campus_map/
https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/koganei/campus_map/


外国人留学生一時出国届

(International Student Temporary 

Departure from Japan 
Notification)

一時的に日本を離れるときは、下記の「留学生日本一時出国届」を一時出国前に提出
してください。
以下のURLからオンライン（Googleフォーム）で提出をお願いします。

◆外国人留学生一時出国届 (Google Forms) 

https://forms.gle/W3yexFqcJNR5bT5j6

※ Google フォームで提出できない場合は、「一時帰国届（Excel 版）」に必要事項
を記入の上、所属学部の学生生活係等へメールにて提出してください。提出の際には、
指導教員から届いた確認メールを添付してください。

※BASEに所属する学生は、「一時出国届（Excel版）」に必要事項を記入の上、小金
井学生支援室学生生活係までメールにて提出してください。提出の際には、指導教員
から届いた確認メールを添付してください。

※一時出国届（Excel版）」については、所属学部の学生支援室等にお問い合わせくだ
さい。
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また、一時出国の際には法的手続きが必要です。必ず下記をご確認ください。

再入国申請

https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/16-5.html

＜Student Support Section, etc. in charge of this matter＞
Faculty of Engineering/Graduate School of Engineering/BASE students:  Koganei 

Student Support Office Student Support Section
Faculty of Agriculture/Graduate School of Agriculture students: Fuchu Student 

Support Office Student Support Section 
United Graduate School of Agricultural Science students: 

    Fuchu Student Support Office United Graduate School of Agricultural Science 
Student Affairs Section

https://forms.gle/W3yexFqcJNR5bT5j6
https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/16-5.html
https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/16-5.html
https://www.moj.go.jp/isa/applications/procedures/16-5.html


奨学金 (1)

To receive the Japanese government (MEXT) scholarship or other financial assistance, please complete the 

necessary procedures below by the given deadlines.

1. Japanese Government (MEXT: Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology) 

Scholarships

a. Receiving the scholarship amount monthly

In order to receive the scholarship amount monthly, you will have to visit a section in charge of this 

scholarship program at Student Support Office (of Fuchu Campus or Koganei Campus where your 

affiliated department is located) at the beginning of each month, and sign on the enrollment list(Zaiseki-

bo) to confirm your enrolment at TUAT. On the designated date toward the end of each month, the 

monthly amount will be transferred to the Japan Post Bank account under your name of which information 

you have earlier submitted for the scholarship transfer. As for the registered bank account, please open 

your Japan Post Bank account at a Japan Post Office near TUAT soon after you are enrolled in TUAT. If for 

a whole month from the first day to the last day  you are not in Japan or you cannot confirm your 

enrolment at TUAT, the scholarship amount for that corresponding month will not be provided. There may 

be a special arrangement for this case, so please make sure to consult the section in charge of this 

scholarship program in advance prior to being away from TUAT.

b. Extension of the scholarship period

When the scholarship provided period for a Japanese government (MEXT) scholarship ends for  a 

Japanese-government-sponsored international student, s/he can apply for an extension of the 

scholarship-provided period. Ones who have applied for this extension will be notified of its application 

procedure in advance . If you wish to apply for an extension, please complete the procedure by the 

deadline at the section in charge of this scholarship program. The MEXT will make decisions on the 

extension applications. As there are a number of people who apply for an extension every year, not all 

applicants become a recipient of this benefit. The basic rules for the scholarship-period extension, etc. are 

as follows:
・International students under the Research Student Scholarship: Ones under the Research Student 

Scholarship whose scholarship period will end; and who will continue to proceed to a master- or doctoral-

level program at a university from/after April or October.
・International students under the Undergraduate Student Scholarship: Ones who are enrolled in their final 

year of an undergraduate program at a university as a student under the Undergraduate Student 

Scholarship; and whose admission into a master- or doctoral-level program at a university is approved; and 

who wish to proceed to a master- or doctoral-level program at a university after the scholarship-provided 

period ends.

c. Suspension of the monthly scholarship amount payment

The scholarship will no longer be provided in the following cases:

i. When any false statement you made in your application documents is found,

ii. When you have violated any articles of a pledge which you submit to the Minister of MEXT,

iii. When you have been subject to disciplinary action by the university or the judgment is made as you 

having failed your study,

iv. When your status of residence in Japan changes from “Student” to any other category, and
v. When you are absent or on a leave from the university for a prolonged period  of time. 
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以下に該当する留学生はそれぞれの通知等に従って指定の期日までに手続きをして
ください。

1. 国費外国人留学生

a. 月額奨学金の受取り

文部科学省の奨学金を受給するためには、所属する各地区事務部学生支援室の担
当係で、毎月在籍簿へ在籍確認のための署名をしてください。奨学金は、毎月下
旬の定められた日に各自の指定した本人名義の郵便貯金口座に振り込まれます。
指定の口座については、入学後すぐに大学近くの郵便局で、各自がゆうちょ口座
を開設してください。但し、月の1日から末日までの1カ月間、日本にいない場
合や、在籍確認を行えない場合は、その月の奨学金は支給されません。特例措置
もありますので、必ず事前に担当の係に申し出てください。

b. 奨学金期間の延長

文部科学省奨学金支給期間が満了する国費外国人留学生は、奨学金支給期間の延
長申請を希望することができます。事前に、該当者に対して申請方法について通
知しますので、延長申請希望者は期日までに担当係で手続きをしてください。こ
の延長申請に関しては文部科学省が採用を決定しますが、毎年、延長を希望する
者が多いため、認められない場合があります。奨学金支給期間の延長等の原則は
次の通りです。

・研究留学生の場合：奨学金支給期間の満了する研究留学生のうち、4月および
10月以降も、引き続き、大学院修士課程若しくは博士課程に進学する者。

・学部留学生の場合：学部留学生として大学での学部最終年次に在学する者で、
奨学金支給期間満了後に、大学院修士課程または博士前期課程に入学を許可され、
進学を希望する者。



奨学金 (2)

2. Scholarships for Privately Financed International Students

a. Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately Financed International Students

  The Honors Scholarship will be offered to students who meet all the following conditions:
・privately financed students currently enrolled as regular students in an undergraduate course, or 
currently enrolled in master, or doctoral course
・students recognized as both academically and personally outstanding
・students recognized as having difficulty pursuing their studies for economic reasons and who are 
acknowledged to be in need of financial support
・students not receiving financial support exceeding a certain amount of financial value from other 
scholarship(s) offered by a private or public organization

◆Registration period: around April
◆Scholarship amount/month: JPY 48,000 for a graduate student, JPY 48,000 for a undergraduate 
student (in 2019)
◆Eligibility: Undergraduate level → Ones currently enrolled as regular students; Graduate level → 
Ones currently enrolled as regular students; or ones currently enrolled as research students, etc. to 
conduct graduate-level research who have graduated from a university.

Applicants’ language proficiency must meet either [A] or [B] below (new requirement added from 2019)
【A】 Japanese language proficiency

Ones who passed a N2 level or a higher level on Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) or those who 

scored 200 or a higher score on the “Japanese as a Foreign Language” subject of Examination for 

Japanese University Admission for International Students (EJU)
【B】 English language proficiency

Ones who are recognized to possess English language proficiency of a B2 level or a higher level on 

European Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)

◆Scholarship provided period：1 year from April to March of the following year 

※There is no available scholarship quota for both ①undergraduate- and ②graduate-level applicants 

from April  2020. Therefore, if a new application quota for additional scholarship recipients become 

available, instead of receiving new applications, we will recommend eligible students from the list of 

previously-registered students.

b. Tuition Exemption

Upon students’ application, students who are recognized as academically outstanding and having 
financial difficulty to pay their tuition fees; or as facing a unavoidable circumstance due to natural 
disasters such as a typhoon or flood, may be exempted from paying all or a half of the tuition fees for the 
applicable term(s) after the selection process. When we are to accept the applications, we will 
announce it through the bulletin boards of faculties, etc. Students who wish to apply must pick up the 
application forms and submit the application documents to the administration office in charge of this 
program by the given deadline.

c.   Private Scholarship Application

Students’ registration for private scholarship(s) is accepted twice a year (during a first term and a second 
term). A notice for its registration period will be posted on the WEB Bulletin Board of each graduate and 
undergraduate school. For details, please contact the administration office in charge.

◆窓口詳細

◆Graduate School of 
Agriculture/Faculty of Agriculture・・・
Student Support Section of Fuchu 
Student Support Office
◆Graduate School of Engineering・・・
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
◆Faculty of Engineering・・・Student 
Support Section of Koganei Student 
Support Office
◆United Graduate School of 
Agricultural Science・・・United 
Graduate School of Agricultural Science 
Student Affairs Section(Fuchu Student 
Support Office)
◆Graduate School of Bio-Applications 
and Systems Engineering・・・ 
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
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2. 私費留学生

a.学習奨励費

文部科学省から、私費外国人留学生で大学の学業成績および人物ともに優れた、大
学学部の正規学生および大学院修士・博士課程の学生で、かつ、留学生活を続けて
いく上で経済的な援助を必要とすると認められた者に対して、学習奨励費が支給さ
れます。但し、他の民間団体や公的機関からの一定以上の奨学金などの経済的な援
助がある者は応募できません。

◆ 登録期間：4月頃

◆ 給付月額：大学院生 48,000円、大学学部生 48,000円(2019年度）

◆ 応募資格：①学部レベル：学部に正規生として在籍する者。②大学院レベル：大
学院正規生として在籍する者、または大学の学部卒業以上の学歴を有し、かつ、
大学院レベルの研究活動を行うため研究生等として在籍する者。

語学能力が下記アまたはイ、いずれかに該当するもの(2019年度からの追加要
件)

【ア】日本語能力

日本語能力試験（JLPT）のN2 レベル 以上に合格した者、日本留学試験（EJU）
の日本語

科目の得点が 200 点以上である者

【イ】英語能力

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル以上であると認められる者

◆ 給付期間：毎年4月から翌年3月までの1年間

※2020年度は①学部レベル、②大学院レベル共に4月からの応募枠はありません。
追加採用の募集がありましたら、登録者から推薦します。

b.授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、また
は風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、選考の上当
期分の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続きは、その都度各
学部等の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、申請書類を所定の期日
までに、提出してください。

◆ 農学府・農学部学生・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

◆ 工学府学生・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

◆ 工学部学生・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

◆ 連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科学生係

◆ 生物システム応用科学府学生・・小金井地区学生支援室入試係

c.民間奨学金申請

年2回（前期・後期）登録制になっています。登録申請期間は各学府、学部のWEB
掲示板でおしらせします。詳しくは、各担当窓口へ問い。合わせてください

c. 奨学金の支給停止

次のいずれかに該当する場合、奨学金の支給を取りやめます。

i. 申請書類の記載事項に虚偽が発見されたとき
ii. 文部科学大臣への制約事項に違反したとき
iii. 大学で懲戒処分を受けたり、成業に見込みがないと判断されたとき
iv. 在留資格「留学」が他の在留資格に変更になったとき
v. 大学を休学または長期間欠席した場合、原則として奨学金は支給されません。

d. 帰国旅費

留学期間が終わり帰国する国費留学生には、原則として、成田国際空港若しくは

羽田空港から自国居住地の近隣の国際空港までのエコノミークラスの航空券が支

給されます。申請方法は9月修了者は7月頃、3月修了者は12月頃、該当者に対し

て通知しますので、希望者は手続きをしてください。奨学金支給期間が終了した

後は、帰国旅費は申請できません。また次の場合、帰国旅費は支給されません。

i. 奨学金支給期間の中途において個人の都合で帰国する場合
ii. 奨学金支給期間の終了後、私費留学生等の身分で引き続き滞日する場合
iii. 文部科学省以外の公的機関から旅費の支給を受ける場合
iv. 奨学金支給期間内に帰国しない場合

e. その他

上記のほか、下記URLも参照してください。
Study in Japan Comprehensive Guide ：  

https://www.studyinjapan.go.jp/ja/

https://www.studyinjapan.go.jp/ja/


奨学金 (3)

2. Scholarships for Privately Financed International Students

a. Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately Financed International Students

  The Honors Scholarship will be offered to students who meet all the following conditions:
・privately financed students currently enrolled as regular students in an undergraduate course, or 
currently enrolled in master, or doctoral course
・students recognized as both academically and personally outstanding
・students recognized as having difficulty pursuing their studies for economic reasons and who are 
acknowledged to be in need of financial support
・students not receiving financial support exceeding a certain amount of financial value from other 
scholarship(s) offered by a private or public organization

◆Registration period: around April
◆Scholarship amount/month: JPY 48,000 for a graduate student, JPY 48,000 for a undergraduate 
student (in 2019)
◆Eligibility: Undergraduate level → Ones currently enrolled as regular students; Graduate level → 
Ones currently enrolled as regular students; or ones currently enrolled as research students, etc. to 
conduct graduate-level research who have graduated from a university.

Applicants’ language proficiency must meet either [A] or [B] below (new requirement added from 2019)
【A】 Japanese language proficiency

Ones who passed a N2 level or a higher level on Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) or those who 

scored 200 or a higher score on the “Japanese as a Foreign Language” subject of Examination for 

Japanese University Admission for International Students (EJU)
【B】 English language proficiency

Ones who are recognized to possess English language proficiency of a B2 level or a higher level on 

European Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)

◆Scholarship provided period：1 year from April to March of the following year 

※There is no available scholarship quota for both ①undergraduate- and ②graduate-level applicants 

from April  2020. Therefore, if a new application quota for additional scholarship recipients become 

available, instead of receiving new applications, we will recommend eligible students from the list of 

previously-registered students.

b. Tuition Exemption

Upon students’ application, students who are recognized as academically outstanding and having 
financial difficulty to pay their tuition fees; or as facing a unavoidable circumstance due to natural 
disasters such as a typhoon or flood, may be exempted from paying all or a half of the tuition fees for the 
applicable term(s) after the selection process. When we are to accept the applications, we will 
announce it through the bulletin boards of faculties, etc. Students who wish to apply must pick up the 
application forms and submit the application documents to the administration office in charge of this 
program by the given deadline.

c.   Private Scholarship Application

Students’ registration for private scholarship(s) is accepted twice a year (during a first term and a second 
term). A notice for its registration period will be posted on the WEB Bulletin Board of each graduate and 
undergraduate school. For details, please contact the administration office in charge.

◆窓口詳細

◆Graduate School of 
Agriculture/Faculty of Agriculture・・・
Student Support Section of Fuchu 
Student Support Office
◆Graduate School of Engineering・・・
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
◆Faculty of Engineering・・・Student 
Support Section of Koganei Student 
Support Office
◆United Graduate School of 
Agricultural Science・・・United 
Graduate School of Agricultural Science 
Student Affairs Section(Fuchu Student 
Support Office)
◆Graduate School of Bio-Applications 
and Systems Engineering・・・ 
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
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b.学習奨励費（留学生受入れ促進プログラム）

文部科学省から、私費外国人留学生で大学の学業成績および人物ともに優れた、

大学学部の正規学生および大学院修士・博士課程の学生で、かつ、留学生活を続

けていく上で経済的な援助を必要とすると認められた者に対して、学習奨励費が

支給されます。但し、他の民間団体や公的機関からの一定以上の奨学金などの経

済的な援助がある者は応募できません。

登録期間：4月頃

給付月額：大学院生 48,000円、学部生 48,000円

応募資格：

①学部レベル：学部に正規生として在籍する者。

②大学院レベル：大学院正規生として在籍する者、または大学の学部卒業以上の

学歴を有し、かつ、大学院レベルの研究活動を行うため研究生等として在籍する

者。

語学能力が下記アまたはイ、いずれかに該当するもの

【ア】日本語能力

日本語能力試験（JLPT）のN2 レベル 以上に合格した者、日本留学試験（EJU）

の日本語科目の得点が 200 点以上である者

【イ】英語能力

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル以上であると認められる者

給付期間：毎年4月から翌年3月までの1年間

＊学習奨励費について

https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_j/shoreihi/about.html

受給を希望する学生は、民間奨学金の大学推薦と同様に登録申請してください。

2020年度は現在①学部レベル、②大学院レベル共に4月からの応募枠はありませ

ん。追加採用の募集がありましたら、登録者から推薦します。

民間奨学金・学習奨励費の詳細は、各担当窓口へ問い合わせてください。

農学府・農学部学生・・・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

工学府学生・工学部学生・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

生物システム応用科学府学生・・・小金井地区学生支援室学生生活係

連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科大学院係

c.授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、ま

たは風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、選考の

上当期分の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続きは、その

都度各学部等の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、申請書類を所

定の期日までに、提出してください。

農学府・農学部学生・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

工学府学生・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

工学部学生・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科学生大学院係

生物システム応用科学府学生・・小金井地区学生支援室入試係

民間奨学金申請

年2回（前期・後期）登録制になっています。登録申請期間は各学府、学部の

WEB掲示板でおしらせします。詳しくは、各担当窓口へ問い。合わせてください

a.学習奨励費

文部科学省から、私費外国人留学生で大学の学業成績および人物ともに優れ
た、大学学部の正規学生および大学院修士・博士課程の学生で、かつ、留学
生活を続けていく上で経済的な援助を必要とすると認められた者に対して、
学習奨励費が支給されます。但し、他の民間団体や公的機関からの一定以上
の奨学金などの経済的な援助がある者は応募できません。

◆ 登録期間：4月頃

◆ 給付月額：大学院生 48,000円、大学学部生 48,000円(2019年度）

◆ 応募資格：①学部レベル：学部に正規生として在籍する者。②大学院レベ
ル：大学院正規生として在籍する者、または大学の学部卒業以上の学歴を
有し、かつ、大学院レベルの研究活動を行うため研究生等として在籍する
者。

語学能力が下記アまたはイ、いずれかに該当するもの(2019年度からの
追加要件)

【ア】日本語能力

日本語能力試験（JLPT）のN2 レベル 以上に合格した者、日本留学試験
（EJU）の日本語

科目の得点が 200 点以上である者

【イ】英語能力

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル以上であると認められ
る者

◆ 給付期間：毎年4月から翌年3月までの1年間

※2020年度は①学部レベル、②大学院レベル共に4月からの応募枠はありま
せん。追加採用の募集がありましたら、登録者から推薦します。

b.授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、

または風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、

選考の上当期分の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続

きは、その都度各学部等の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、

申請書類を所定の期日までに、提出してください。

◆ 農学府・農学部学生・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

◆ 工学府学生・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

◆ 工学部学生・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

◆ 連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科学生係

◆ 生物システム応用科学府学生・・小金井地区学生支援室入試係

c.民間奨学金申請

年2回（前期・後期）登録制になっています。登録申請期間は各学府、学部

のWEB掲示板でおしらせします。詳しくは、各担当窓口へ問い。合わせてく

ださい

2. 私費留学生

a. 民間奨学金申請

民間財団等の奨学金には、大学を通じて応募する「大学推薦奨学金」と、直接個人

で応募する「自由応募奨学金」の2種類があります。

i. 「大学推薦奨学金」

大学からの推薦を必要とする奨学金です。個人で応募はできません。

大学推薦奨学金の受給を希望する学生は年2回（前期・後期）登録をしてください。

各学府・学部で面接・書類選考があり、全学で推薦順位の決定後、推薦順位上位者

から、受給者の条件を満たす学生を大学から推薦します。

登録申請期間は各学府、学部の全学教育システム「シリウス」掲示板でおしらせし

ます。

ii. 「自由応募奨学金（個人申請）」

個人が直接財団へ応募できる奨学金です。自由応募奨学金の情報は、奨学団体から

大学に応募通知がある場合と、自力で奨学団体に問い合わせる場合があります。応

募は募集要項をよく確認して、直接奨学団体に行ってください。



奨学金 (4)

2. Scholarships for Privately Financed International Students

a. Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately Financed International Students

  The Honors Scholarship will be offered to students who meet all the following conditions:
・privately financed students currently enrolled as regular students in an undergraduate course, or 
currently enrolled in master, or doctoral course
・students recognized as both academically and personally outstanding
・students recognized as having difficulty pursuing their studies for economic reasons and who are 
acknowledged to be in need of financial support
・students not receiving financial support exceeding a certain amount of financial value from other 
scholarship(s) offered by a private or public organization

◆Registration period: around April
◆Scholarship amount/month: JPY 48,000 for a graduate student, JPY 48,000 for a undergraduate 
student (in 2019)
◆Eligibility: Undergraduate level → Ones currently enrolled as regular students; Graduate level → 
Ones currently enrolled as regular students; or ones currently enrolled as research students, etc. to 
conduct graduate-level research who have graduated from a university.

Applicants’ language proficiency must meet either [A] or [B] below (new requirement added from 2019)
【A】 Japanese language proficiency

Ones who passed a N2 level or a higher level on Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) or those who 

scored 200 or a higher score on the “Japanese as a Foreign Language” subject of Examination for 

Japanese University Admission for International Students (EJU)
【B】 English language proficiency

Ones who are recognized to possess English language proficiency of a B2 level or a higher level on 

European Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)

◆Scholarship provided period：1 year from April to March of the following year 

※There is no available scholarship quota for both ①undergraduate- and ②graduate-level applicants 

from April  2020. Therefore, if a new application quota for additional scholarship recipients become 

available, instead of receiving new applications, we will recommend eligible students from the list of 

previously-registered students.

b. Tuition Exemption

Upon students’ application, students who are recognized as academically outstanding and having 
financial difficulty to pay their tuition fees; or as facing a unavoidable circumstance due to natural 
disasters such as a typhoon or flood, may be exempted from paying all or a half of the tuition fees for the 
applicable term(s) after the selection process. When we are to accept the applications, we will 
announce it through the bulletin boards of faculties, etc. Students who wish to apply must pick up the 
application forms and submit the application documents to the administration office in charge of this 
program by the given deadline.

c.   Private Scholarship Application

Students’ registration for private scholarship(s) is accepted twice a year (during a first term and a second 
term). A notice for its registration period will be posted on the WEB Bulletin Board of each graduate and 
undergraduate school. For details, please contact the administration office in charge.

◆窓口詳細

◆Graduate School of 
Agriculture/Faculty of Agriculture・・・
Student Support Section of Fuchu 
Student Support Office
◆Graduate School of Engineering・・・
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
◆Faculty of Engineering・・・Student 
Support Section of Koganei Student 
Support Office
◆United Graduate School of 
Agricultural Science・・・United 
Graduate School of Agricultural Science 
Student Affairs Section(Fuchu Student 
Support Office)
◆Graduate School of Bio-Applications 
and Systems Engineering・・・ 
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
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b. 学習奨励費（留学生受入れ促進プログラム）

文部科学省から、私費外国人留学生で大学の学業成績および人物ともに優れた、大学
学部の正規学生および大学院修士・博士課程の学生で、かつ、留学生活を続けていく
上で経済的な援助を必要とすると認められた者に対して、学習奨励費が支給されます。
但し、他の民間団体や公的機関からの一定以上の奨学金などの経済的な援助がある者
は応募できません。

登録期間：4月頃

給付月額：大学院生 48,000円、学部生 48,000円

応募資格：

①学部レベル：学部に正規生として在籍する者。

②大学院レベル：大学院正規生として在籍する者、または大学の学部卒業以上の学歴
を有し、かつ、大学院レベルの研究活動を行うため研究生等として在籍する者。

語学能力が下記アまたはイ、いずれかに該当するもの

【ア】日本語能力

日本語能力試験（JLPT）のN2 レベル 以上に合格した者、日本留学試験（EJU）の日
本語科目の得点が 200 点以上である者

【イ】英語能力

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル以上であると認められる者

給付期間：毎年4月から翌年3月までの1年間

＊学習奨励費について
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_j/shoreihi/about.html

受給を希望する学生は、民間奨学金の大学推薦と同様に登録申請してください。

2020年度は現在①学部レベル、②大学院レベル共に4月からの応募枠はありません。
追加採用の募集がありましたら、登録者から推薦します。

c.授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、または
風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、選考の上当期分
の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続きは、その都度各学部等
の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、申請書類を所定の期日までに、
提出してください。

農学府・農学部学生・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

工学府学生・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

工学部学生・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科学生大学院係

生物システム応用科学府学生・・小金井地区学生支援室入試係

民間奨学金申請

年2回（前期・後期）登録制になっています。登録申請期間は各学府、学部のWEB掲
示板でおしらせします。詳しくは、各担当窓口へ問い。合わせてください

a.学習奨励費

文部科学省から、私費外国人留学生で大学の学業成績および人物ともに優れた、
大学学部の正規学生および大学院修士・博士課程の学生で、かつ、留学生活を
続けていく上で経済的な援助を必要とすると認められた者に対して、学習奨励
費が支給されます。但し、他の民間団体や公的機関からの一定以上の奨学金な
どの経済的な援助がある者は応募できません。

◆ 登録期間：4月頃

◆ 給付月額：大学院生 48,000円、大学学部生 48,000円(2019年度）

◆ 応募資格：①学部レベル：学部に正規生として在籍する者。②大学院レベ
ル：大学院正規生として在籍する者、または大学の学部卒業以上の学歴を有
し、かつ、大学院レベルの研究活動を行うため研究生等として在籍する者。

語学能力が下記アまたはイ、いずれかに該当するもの(2019年度からの追
加要件)

【ア】日本語能力

日本語能力試験（JLPT）のN2 レベル 以上に合格した者、日本留学試験
（EJU）の日本語

科目の得点が 200 点以上である者

【イ】英語能力

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル以上であると認められる者

◆ 給付期間：毎年4月から翌年3月までの1年間

※2020年度は①学部レベル、②大学院レベル共に4月からの応募枠はありませ
ん。追加採用の募集がありましたら、登録者から推薦します。

b.授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、
または風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、選
考の上当期分の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続きは、
その都度各学部等の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、申請書
類を所定の期日までに、提出してください。

◆ 農学府・農学部学生・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

◆ 工学府学生・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

◆ 工学部学生・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

◆ 連合農学研究科学生・・・・府中地区学生支援室連合農学研究科学生係

◆ 生物システム応用科学府学生・・小金井地区学生支援室入試係

c.民間奨学金申請

年2回（前期・後期）登録制になっています。登録申請期間は各学府、学部の
WEB掲示板でおしらせします。詳しくは、各担当窓口へ問い。合わせてくださ
い

https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_j/shoreihi/about.html


奨学金 (5)

2. Scholarships for Privately Financed International Students

a. Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately Financed International Students

  The Honors Scholarship will be offered to students who meet all the following conditions:
・privately financed students currently enrolled as regular students in an undergraduate course, or 
currently enrolled in master, or doctoral course
・students recognized as both academically and personally outstanding
・students recognized as having difficulty pursuing their studies for economic reasons and who are 
acknowledged to be in need of financial support
・students not receiving financial support exceeding a certain amount of financial value from other 
scholarship(s) offered by a private or public organization

◆Registration period: around April
◆Scholarship amount/month: JPY 48,000 for a graduate student, JPY 48,000 for a undergraduate 
student (in 2019)
◆Eligibility: Undergraduate level → Ones currently enrolled as regular students; Graduate level → 
Ones currently enrolled as regular students; or ones currently enrolled as research students, etc. to 
conduct graduate-level research who have graduated from a university.

Applicants’ language proficiency must meet either [A] or [B] below (new requirement added from 2019)
【A】 Japanese language proficiency

Ones who passed a N2 level or a higher level on Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) or those who 

scored 200 or a higher score on the “Japanese as a Foreign Language” subject of Examination for 

Japanese University Admission for International Students (EJU)
【B】 English language proficiency

Ones who are recognized to possess English language proficiency of a B2 level or a higher level on 

European Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)

◆Scholarship provided period：1 year from April to March of the following year 

※There is no available scholarship quota for both ①undergraduate- and ②graduate-level applicants 

from April  2020. Therefore, if a new application quota for additional scholarship recipients become 

available, instead of receiving new applications, we will recommend eligible students from the list of 

previously-registered students.

b. Tuition Exemption

Upon students’ application, students who are recognized as academically outstanding and having 
financial difficulty to pay their tuition fees; or as facing a unavoidable circumstance due to natural 
disasters such as a typhoon or flood, may be exempted from paying all or a half of the tuition fees for the 
applicable term(s) after the selection process. When we are to accept the applications, we will 
announce it through the bulletin boards of faculties, etc. Students who wish to apply must pick up the 
application forms and submit the application documents to the administration office in charge of this 
program by the given deadline.

c.   Private Scholarship Application

Students’ registration for private scholarship(s) is accepted twice a year (during a first term and a second 
term). A notice for its registration period will be posted on the WEB Bulletin Board of each graduate and 
undergraduate school. For details, please contact the administration office in charge.

◆窓口詳細

◆Graduate School of 
Agriculture/Faculty of Agriculture・・・
Student Support Section of Fuchu 
Student Support Office
◆Graduate School of Engineering・・・
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
◆Faculty of Engineering・・・Student 
Support Section of Koganei Student 
Support Office
◆United Graduate School of 
Agricultural Science・・・United 
Graduate School of Agricultural Science 
Student Affairs Section(Fuchu Student 
Support Office)
◆Graduate School of Bio-Applications 
and Systems Engineering・・・ 
Admission Section of Koganei Student 
Support Office
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民間奨学金・学習奨励費の詳細は、各担当窓口へ問い合わせてください。

 農学府・農学部・連合農学研究科・・・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

 工学府・工学部・・・・・・・・・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

 生物システム応用科学府・先進学際科学府 ・・小金井地区学生支援室学生生活係

c. 授業料免除

経済的理由によって授業料の納付が困難で、かつ学業優秀と認められる場合、または
風水害等のやむを得ない事情がある場合には、本人の申請に基づき、選考の上当期分
の授業料の全額または半額を免除することがあります。手続きは、その都度各学部等
の掲示で告知するので、希望者は願書の交付を受け、申請書類を所定の期日までに、
提出してください。

 農学府・農学部・連合農学研究科・・・・・・・府中地区学生支援室学生生活係

 工学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小金井地区学生支援室学生生活係

工学府・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小金井地区学生支援室入試係

 生物システム応用科学府・先進学際科学府・・・小金井地区学生支援室入試係



相談支援

学内には相談できる場所があります。困ったことがあれば、気軽に相談してください。

グローバル教育院 (EAGLe)

グローバル教育院の先生方は、留学生の学習・生活等の相談に応じています。メールでの相談も

可能です。

 

府中キャンパス

小金井キャンパス

Name of Professors Room Extension

伊藤夏実准教授
本館

GIO(1F)
5651 itonatsu@go.tuat.ac.jp

横森佳世准教授
本館

GIO (1F)
5920

yokomorikayo@go.tuat.a
c.jp

Name of Professors Room Extension

本郷智子教授 13号館506室 7620 hongot@go.tuat.ac.jp

堀切友紀子准教授 13号館 504室 7622 horikiri@go.tuat.ac.jp
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グローバル教育院 (EAGLe)

The purpose of the Organization for the Advancement of Education and Global Learning is 

(EAGL) to help international students enjoy a more fulfilling time on campus.  This organization  
runs Japanese classes, plans various events and issues newsletters to provide useful information 
for international students.

Services for international students provided by EAGL includes:

1.  Services

1) International student support regarding international exchanges

2) Provides Japanese Language classes for undergraduates and graduate school   
international students 

3) General support for Japanese life and language

4) Planning and management of various study abroad programs of  TUAT 

2.  Japanese Language Support for International Students

a) Japanese Language classes

We conduct the Japanese classes for regular international students.  

b) Japanese Language Learning TUAT original website: “ACTION TUAT!”

https://tuataction.com/

    c) Information on Japanese Language Learning Website (in general)

https://drive.google.com/file/d/14HAm78eBQSujsMqfDQIDgZNQnkL12wpR/view?usp=sharing

     d)  Japanese Language support by local community

        Koganei Midori Center 

     https://www.city.koganei.lg.jp/kosodatekyoiku/shisetsu/kominkan/kouzaannai/201802.html

       Fuchu International Salon    

   https://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/komyunite/shisetu/kokusai.html

Feel free to contact the following staff in case that you wish to get any support regarding 
Japanese language study. 

@KOGANEI CAMPUS         Tomoko HONGO, Professor  Email: hongot@cc.tuat.ac.jp

@FUCHU CAMPUS             Natsumi ITO, Associate Professor  Email: itonatsu@go.tuat.ac.jp
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留学生のみなさんが充実した生活が送れるよう、本学にはグローバル教育院が設置されています。
留学生のための行事の企画運営、生活相談、日本語学習の提供等によって、みなさんの学習、生活
の援助を行っています。

１．業務

①日本人学生との交流に関する支援

②学部留学生・大学院留学生のための日本語科目の開講

③日本での生活や日本語学習についての相談

④本学の各種留学プログラムの企画運営

２．留学生のための支援

 a. 日本語科目

学部留学生・大学院留学生の皆さんのための日本語の授業を開設しています。日本語の学習
を通して留学生活をより実り豊かなものにしてほしいと思います。

 b. 地域のボランティアの方々による生活日本語支援

 小金井市 生活日本語教室

https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/

府中市国際交流サロン

https://fuchukokusai.com/2025/03/09/799/

c. 日本語学習についての相談は下記日本語プログラムコーディネーターにご連絡ください。

 本郷智子教授（小金井キャンパス担当）Tel: 042-388-7620
 e-mail: hongot@cc.tuat.ac.jp

 伊藤夏実准教授（府中キャンパス担当）Tel: 042-367-5651

 e-mail: itonatsu@cc.tuat.ac.jp

https://www.city.koganei.lg.jp/kosodatekyoiku/shisetsu/kominkan/kouzaannai/201802.html
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/komyunite/shisetu/kokusai.html
https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/
https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/
https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/
https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/
https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/jp-class/243/
https://fuchukokusai.com/2025/03/09/799/
mailto:hongot@cc.tuat.ac.jp
mailto:itonatsu@cc.tuat.ac.jp


Jサポ
Japanese language and culture 

consultation

本学の留学生を対象に、相談会を実施しています。日本

での日常生活に必要な言語サポートをご希望の方は、お

気軽にご予約ください。相談会は日本語コーディネー

ターの先生方が担当します。

予約URL: 

 府中
 https://forms.gle/WtesBr8cs3yhqXKf8
小金井

 https://forms.gle/NvcW3oKVa1uYAdLQ6

相談時間: 15-60 min. per session 

*事前に予約が必要です。
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3.  Tutor System

To support international students, we have a tutor system. International students 
who have just arrived in Japan or undergraduate students who have just entered TUAT 
can receive support from a tutor. Tutors can give advice to students on their 
Japanese language learning, classes or daily life in Japan, etc. 

Generally, the matching tutor of a student will be an undergraduate or graduate 
student of TUAT who is in the same or related field of study as the field of study the 
international student is in. Tutors are selected based on recommendation from either 
a supervisor or advisor of Organization for the Advancement of Education and Global 
Learning (EAGL). Since a matching tutor will be selected for each international 
student, the international student and his/her tutor can set a time on their own for 
advice and support. Please take advantage of this system to make the best out of 
your study in Japan. In general, a student can receive support from a tutor 
during/within the following period:

★ Undergraduate international students: 1 year upon his/her enrollment at TUAT (support 
time: 80 hours)

★ Graduate international student: Half a year upon his/her arrival in Japan (support time: 20 
hours)

★ MEXT research students: Half a year upon his/her arrival in Japan (support time: 20 hours)
★ International students other than the above (ones who will be enrolled at TUAT for 4 months 

or longer): 1 month upon his/her arrival in Japan (support time: 10 hours

4.  Advisors

Advisors can help freshmen on their daily life. Students newly entering university 
may face difficulty in adjusting to a new life style. An advisor will be appointed to 
each class. Please contact the advisor directly for consultation.

For students belonging to a laboratory, their supervisor will the closest person who 
they can consult with about their field of study or personal matters, etc. 

Any other students, please contact the administrative office affiliated with your 
faculty, etc. for an advisor.

チューター制度
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3. チューター制度

皆さんが、本学で勉強するにあたって、いろいろとわからないことがあると思いま
す。そこで、来日したばかりの留学生や、本学に入学したばかりの学部留学生は、
チューターの支援を受けることができます。チューターは、日本での生活、大学での
学習、生活等について、個別にアドバイスやサポートをしてくれます。

チューターは、皆さんと同じ研究室の先輩学生や、同じ学科・専攻の先輩学生など、
留学生の皆さんの勉強する専門分野に近い分野の学生から選ぶようにしています。留
学生ごとに、担当のチューターが選ばれますので、チューターと留学生で時間を決め
て、個別に相談やサポートを受けることができます。皆さんの留学の成果を高めるた
めに、ぜひ、この制度を積極的に活用してください。

チューターによる支援を受けることができる期間は、原則、次の通りです。

★学部留学生 ：入学後１年間（支援時間80時間）

★大学院留学生 ：渡日後半年間（支援時間20時間）

★国費研究留学生：渡日後半年間（支援時間20時間）

★その他の留学生（本学に３か月以上在籍の者）：

渡日後１カ月間（支援時間15時間）

４．アドバイザー

学部の1年生には、特に入学して学生生活に慣れるまでの大事な１年間の生活上の
相談役となるアドバイザーがいます。アドバイザーはクラスごとに指定されます。ア
ドバイザーに会いたいときには、アドバイザーに直接申し出てください。

研究室所属学生には、指導教員が専門分野に関することや個人的な問題について、
最も身近な相談相手となります。それ以外の学生は所属部局の事務室へ申し出てくだ
さい。



その他支援

5. 学生相談室

学生と教員が自由に話し合える場として、学生相談室が両キャンパスにあります。

気楽に相談室を訪ねてなんでも話し合ってください。

6. 健康相談  https://www.tuat.ac.jp/outline/facility/health/
充実した留学生活を送るためには心身の健康の維持が大切です。自分の健康は自分で注意し、管理す
るよう心がけましょう。

a. 保健管理センター

本学には、学生が心身ともに健康な生活を送ることができるよう保健管理センターが設置されてお

り、健康管理の指導・助言をおこなっています。センターは府中キャンパスと小金井キャンパスに

あり、どちらも無料で利用できます。心身の異常や不調があった場合は早めに利用してください。

簡単な手当と病院の紹介をします。

また、医師および心理カウンセラーによる相談を行っていますので、希望者は事前に保健管理セン
ターへ相談してください。

（府中キャンパス）本部敷地内 TEL: 042-367-5548 開室日: (月)～(金) 

（小金井キャンパス）工学部管理棟１階 TEL: 042-388-7171 開室日: (月)～(金) 

b. 健康診断

学生対象の定期健康診断は毎年4月および10月に実施されます。日時と場所は事前に掲示します。

７．ハラスメント

本学においては、互いの人権を尊重し、教育・研究の場にふさわしい環境を創っていくことが強く求

められます。本学は学生の皆様の健全な勉学環境を脅かすすべてのハラスメントを黙認しません。一

人で悩まず、グローバル教育院や保健管理センター、学生相談室など、相談しやすいところへご連絡

ください。

府中キャンパス 小金井キャンパス

場所：農学部本館１階

TEL: 042-367-5606

曜日: 毎週(木) 12時～13時

場所：工学部管理棟３階 

時間：事前予約制（詳細は

SIRIUS掲示板をご覧ください）
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５．学生相談室

学生と教員が自由に話し合える場として、学生相談室が両キャンパスにあります。気楽に相

談室を訪ねてなんでも話し合ってください。

（府中キャンパス）農学部本館１階 TEL: 042-367-5579

    利用時間: 毎週(木) 12時～13時

（小金井キャンパス）工学部管理棟３階 TEL: 042-388-7018 

    利用時間: 第２・第４(火)・(金) 15時～18時

６．健康相談

充実した留学生活を送るためには心身の健康の維持が大切です。自分の健康は自分で注意し、

管理するよう心がけましょう。

a. 保健管理センター

本学には、学生が心身ともに健康な生活を送ることができるよう保健管理センターが設置さ

れており、健康管理の指導・助言をおこなっています。センターは府中キャンパスと小金井

キャンパスにあり、どちらも無料で利用できます。心身の異常や不調があった場合は早めに利

用してください。簡単な手当と病院の紹介をします。

また、医師および心理カウンセラーによる相談を行っていますので、希望者は事前に保健管

理センターへ相談してください。

（府中キャンパス）本部敷地内 TEL: 042-367-5548

    利用時間: (月)～(金) 午前9時～16時30分

（小金井キャンパス）工学部管理棟１階 TEL: 042-388-7171

    利用時間: (月)～(金) 午前9時～16時30分

b. 健康診断

学生対象の定期健康診断は毎年4月および10月に実施されます。日時と場所は事前に掲示し

ます。

７．ハラスメント

本学においては、互いの人権を尊重し、教育・研究の場にふさわしい環境を創っていくこと

が強く求められます。本学は学生の皆様の健全な勉学環境を脅かすセクシャル・ハラスメント

を含むいかなるハラスメントを黙認しません。一人で悩まず、グローバル教育院や保健管理セ

ンター、学生相談室など、相談しやすいところへご連絡ください。

https://www.tuat.ac.jp/outline/facility/health/


法的手続き

1. Entry/Staying in Japan

a. Residence Card

For foreign nationals staying in Japan for three months or longer, a residence card is issued upon their 

arrival in Japan if the entry point is among one of the airports of  Narita, Haneda, Chubu or Kansai. 

After you receive your residence card, please keep it in a safe place and carry it with you whenever 

you leave home. When requested by an administrative officer of a government body such as an 

immigration inspector, immigration control officer, or police, you must present the card.  A residence 

card will not be issued if you are staying in Japan for less than three months.

b. Extension of Period of Stay in Japan

The longest you can stay in Japan with  a status of residence of “Student” is four years and three 

months. This period of stay can be extended with renewal procedure. You can apply for extension at 

Immigration Services Agency of Japan before the expiration date (Those with a residence period of 

six months or longer can apply for extension as early as approximately three months before the 

expiration date). 

Required documents for Application for Extension of Period of Stay：① Application for Extension of 

Period of Stay (available on Ministry of Justice of Japan website or at the Immigration Services 

Agency of Japan service counters), ② Photo (1 copy, 4cm x 3cm, taken approximately within past 3 

months), ③ Residence card, ④ Passport or Certificate of Eligibility, ⑤ Proof of enrollment in 

school/employment in Japan,  ⑥for a document(s) to prove his/her financial ability to support the 

expenses incurred during the applicant’s stay in Japan , ⑦ Application fee (JPY 4,000), ⑧ A 

document to permit the applicant to engage in an activity other than ones permitted under his/her 

status of residence in Japan (if applicable).

c. Change in your Residence Status

When you graduate from the university or Japanese-language school you belong to in Japan, or you 

enroll in or transfer to a different school in Japan, you must submit a notification concerning the 

institution where you are engaged in an activity to the Immigration Services Agency of Japan within 

14 days of the graduation/completion/enrollment/transfer. Please refer to the Ministry of Justice web 

page:    http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri10_00014.html

Upon graduation from school/completion of your program, you must promptly leave Japan even if 

there is a period of stay left on your residence card since your status of residence of “Student” in 

Japan is no longer valid. The same shall apply to your withdrawal, dismissal, or leave of absence from 

the institution. If you are to remain in Japan (for example, job search after graduation), you are 

required to apply for a change of your status of residence at the Immigration Services Agency of 

Japan. Please consult with the administrative section in charge of this matter at TUAT for details. 
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1. 入国管理

a. 在留カード

在留期間が3カ月以上の外国人には、成田・羽田・中部・関西空港等から入国の際に在
留カードが交付されます。在留カードが発行されたら大切に保管し、外出するときは必
ず持ち歩いてください。入国審査官、入国警備官、警察官など官公庁の行政官から提示
を求められたときは、これを提示しなければなりません。尚、3カ月未満の短期滞在の
場合は、在留カードは交付されません。

b. 在留期間の延長

留学生として日本に在留を許可される期間は最長4年3カ月です。この期間は所定の手
続きにより延長できます。申請は在留期間の満了する以前（6カ月以上の在留期間を有
する者は在留期間の満了する概ね3カ月前）から出入国在留管理局で受け付けています。

申請に必要なもの：①在留期間更新許可申請書（出入国在留管理庁ホームページ、ま
たは、出入国在留管理局の窓口にあります）、②写真1枚（4cm x3cm、概ね3カ月以
内に撮影したもの）、③在留カード、④旅券（パスポート）または在留資格証明書、⑤
在学証明書または在職証明書、⑥在留中の経費支弁能力証明書類、⑦手数料(6,000円、
オンライン申請の場合は5,500円）、⑧資格外活動許可書(許可を受けている場合）、⑨提出
書類一覧表および各種確認書（出入国在留管理庁ホームページからダウンロード可能）、
⑩成績証明書、⑪研究内容を証する文書（研究生の場合）

c. 在留資格の変更

所属する大学や日本語学校等から卒業したとき、新たな学校へ入学(転入）したときは

14日以内に出入国在留管理局へ「活動機関に関する届出」を提出する必要があります。

法務省のHPを参照してください。

 https://www.moj.go.jp/isa/index.html

また、卒業・修了すると「留学」の在留資格を失いますので、在留期間が残っていて

も速やかに帰国しなければなりません。退学・除籍・休学の場合も同様です。尚、卒業

後も日本で就職活動を継続する等で日本に残る場合は出入国在留管理局での在留資格変

更手続きが必要です。詳しくは各事務担当係にお問い合わせください。

https://www.moj.go.jp/isa/index.html


法的手続き (2)

d. Temporary Departing from Japan and Re-entry into Japan

If you leave Japan temporarily during a summer break, etc., you must inform your 
TUAT supervisor/department chief and the administration office in charge of this 
matter. In general, international students, who possess a residence card or who 
possess a passport with a note saying “a residence card will be soon issued” 
attached on, do not need to re-apply for permission to re-enter Japan when 
they temporarily leave Japan if they return to Japan within a year for the 
purpose of continuing their authorized activities to engage in Japan. However, 
they are required to present their residence card when they leave Japan.

International students who leave Japan with this re-entry permit will not be able 
to extend the validity period of their residence in Japan from outside of Japan. 
Please be aware that you will lose your status of residence in Japan if you do not 
return to Japan within one year upon your departure from Japan. If your period 
of residence in Japan will be expiring in less than one year upon your departure 
from Japan, you must return to Japan before it expires.

e. Permission to Engage in Activity Other Than That Permitted Under the Status 
of Residence Previously Granted (Part-Time Jobs)

With a status of residence of “Student”, your activities authorized to engage in 
while staying in Japan only include the activities that are related to your study 
and research as an international student. To work part-time, you need to apply 
at Immigration Services Agency of Japan for permission to engage  in activity 
other than that permitted under the status of residence previously granted. 
Please refer to the Ministry of Justice web page below for documents, etc. 
required for application or contact the Immigration  Services Agency of Japan.
http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-8.html

Please note that you do not have to apply for such permission to work on 
campus as a teaching assistant, research assistant, tutor or other similar posts.

In principle, you can only work up to 28 hours per week while the University is in 
session, and up to 8 hours per day during the summer, winter and spring breaks. 
You are NOT permitted to work at an adult entertainment industry or adult 
entertainment industry-related business. In addition, permission to engage in 
activity other than that permitted under the status of residence previously 
granted will not be issued for international students under the Japanese 
Government Scholarship program as a general rule.
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d. 一時出国および再入国

夏休み等を利用して、一時日本を離れる場合には、指導教員または学科主任およ

び担当係への届け出が必要です。なお、在留カードや「在留カードを後日交付す

る」旨の記載があるパスポートを所持する留学生が出国する際、出国後1年以内に

日本での活動を継続するために再入国する場合は、原則として再入国許可の必要

はいりませんが出国の際は必ず在留カードの提示が必要です。

この再入国許可により出国した留学生は、その有効期間を海外で延長することは

できません。出国後1年以内に再入国しないと在留資格が失われますので、注意が

必要です。また、出国後1年未満で在留期限が到来する場合は、その在留期限まで

に再入国する必要があります。

e. 資格外活動許可（アルバイト）

在留資格が「留学」の場合、日本にいる間は、留学生としての勉学及び研究に関
連した活動しか認められていません。アルバイトをする場合、出入国在留管理局
に申請し、資格外活動許可を得る必要があります。申請に必要なものについては
下記法務省のHPを参照、または出入国在留管理庁へ問い合わせてください。 
https://www.moj.go.jp/isa/index.html

学内TA、RA、チューター等については、資格外活動許可の申請をする必要はあ
りません。アルバイトをする時間は原則として1週間28時間以内、夏季・冬季・
春季休暇中は1日8時間以内です。風俗営業または風俗関連営業が行われる場所で
のアルバイトはできません。また国費外国人留学生についても資格外活動許可を
得た上でアルバイトに従事することは可能ですが、修学・研究に支障がないよう、
次ページのチェックリストを活用して、適切な範囲でアルバイトをしてください。

https://www.moj.go.jp/isa/index.html
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法的手続き (3)

2. At City/Local Municipal Offices

a. Notification of residence address 

After determining your residence in Japan, you must take residence card to 
your local municipal office and report your address.  You must do the same if 
your passport includes a note that your residence card will be provided later.  
In this case, you must take your passport to the municipal office. Residence 
card will be delivered to you by mail  approximately 1 week after your 
registration.   

You also need to report your address to your local municipal office if you 
change or renew your visa and become a medium or long-term resident.  

When your address changes, please take your residence card to your former 
municipal office and report the change and do the same at new municipal 
office within 14 days after you move.

b. National Health Insurance

All international residents with resident permit of 3 months or longer should join 
the “National Health Insurance Program”.  With the National Health Insurance, 
you will need to pay only 30% of the medical treatment expenses, when you or 
your family is sick or injured in Japan and receive treatment at a registered 
hospitals/institutions.

For procedures to join the Insurance, please consult with your local municipal 
office immediately after your residence is fixed.  The insurance card will be sent 
to you in a  few days after the enrollment process and ready for use.  Please 
keep it carefully.

◆ Fuchu City Office :  Insurance / Pension Section on the 5th Floor of Main 
Office

◆ Koganei City Office :  Insurance / Pension Section on the 2nd Floor of No.2 
Office

To join the insurance, you will need to pay monthly premium.  At the beginning 
of every fiscal year, the amount of insurance premium is determined by your 
income for previous year. Please submit a tax report if you have no income 
other than scholarship.   Invoice is sent to your resident by mail every month.  
Please check the invoice and pay before deadline.

For resignation or any changes of address, you must go to the municipal office 
before you leave Japan or move to another city , in order to settle remaining 
payments and return the insurance card.
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2. 市区町村での手続き

a. 住居地の届出
出入国港において在留カードが交付され、住居地を定めてから14日以内に、在留

カードを持参のうえ、市区町村の窓口に届け出る必要があります。旅券に「在留カー
ドを後日交付する」と記載された場合も同様です。この場合、住居地の届出を行った
後、１週間程度で出入国在留管理局から在留カードが住居地宛てに郵送されます。送
付手数料は必要ありません。

なお、在留資格変更許可等を受けてあらたに中長期在留者となった方についても同様
に、住居地の届出が必要になります。

また住居地を変更したときは、在留カードを持参の上、移転前の居住地の市区町村へ
届けるとともに、変更後の住居地においても移転した日から14日以内に、在留カード
を持参のうえ、移転先の市区町村の窓口に届け出る必要があります。

b. 国民健康保険への加入
在留期間が3カ月を超える外国人は、「国民健康保険」に加入することになっていま

す。国民健康保険に加入すると、日本国内において病気、怪我をして、保険医療機関
の指定を受けている病院等で治療を受けたとき、医療費の自己負担が30％になります。

加入手続きは居住している市区町村の役所で、居住地が決まり次第速やかに行ってく
ださい。手続きから数日後に「国民健康保険証」が本人宛てに郵送され使用可能にな
りますので、紛失しない様にしてください。

◆府中市に居住の場合 ：府中市役所 本庁舎2階 保険年金課
◆小金井市に居住の場合：小金井市役所 第2庁舎2階 保険年金課

保険加入には月々の保険料が必要です。保険料は年度の初めに前年度の収入によって
決まります。奨学金以外に収入が無い場合は、市役所に報告書を提出してください。

居住地に請求書が届くので、内容を確認し、決められた期日までに支払ってください。
帰国のため、または転居のため市の国民保険から脱退する場合は、必ず市役所へ出向
き、精算の上保険証を返却してください。



医療・保険制度
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1. 国民健康保険

前項で述べた通り、在留期間が3か月を超える外国人は、国民健康保険への加入が必要です。
加入には保険料(約10,000円／年）が必要ですが、加入により治療費の負担が30％と軽くなりま
す。手続きは居住地の市役所で行ってください。

滞在期間が3カ月以下の留学生は、国民健康保険に加入する必要はありません（加入できませ
ん）が、自国において、保険会社の海外旅行損害保険に加入しておくことが求められます。

2. 学生教育研究災害傷害保険 (学研災)

東京農工大学では、大学の授業中あるいは課外活動中の不慮の災害・事故によって学生が傷害
を受けた場合の救済措置として、「学生教育研究災害傷害保険制度」への全学生の加入を義務付
けています。在学中はいつでも加入することができます。但し、年度途中で申し込む場合でも保
険料は年単位になります。加入手続きについては、以下の担当係に問い合わせてください。

◆ 農学部・農学府: 府中地区学生支援室学生生活係（電話042－367－5540）

◆ 工学部・工学府：小金井地区学生支援室入試係（電話042－388－7014）

◆ 生物システム応用科学府：小金井地区学生支援室入試係（電話042－388－7014）

◆ 連合農学研究科：府中地区学生支援室大学院係（電話042－367－5670）

(参考 :学研災のご案内)

3. 学生賠償責任保険 (学賠）

学生賠償責任保険は、他人に対し賠償する責任が生じたときに保障される保険です。日常生活
において、他人にケガをさせてしまったり、他人の物や実験器具を壊してしまったときに請求さ
れる治療費や修理費用などを保障します。保険加入のためには、生協(COOP)の会員になる必要
がありますが、生協加入費用は帰国前に脱退する時に返金されます。

加入手続きについては、上記２．と同様、担当係に問い合わせてください。

4. 学研災付帯 学生生活総合保険制度（付帯学総）

この保険は、大学生活２４時間におけるケガ・病気、事故、賠償責任等に対応した任意
加入制度です。この保険へ加入するためには、予め上記２．の「学生教育研究災害傷害保険」へ
加入しておく必要があります。
この保険の担当窓口は、学生生活総合保険相談デスク（0120－811－806）となりますので、
直接問い合わせてください。（土日祝日を除く9：30～17：00まで）

1. National Health Insurance⇒City Hall

As previously mentioned, all international students/researchers with residence permit of 3 months or 

over should join the “National Health  Insurance Program”.  Payment of fee (approx. JPY 10,000/year) is 

required however, with the health insurance, medical treatment fee that you need to pay would be 

reduced to 30% total.   For procedures to join the insurance, please go to local municipal 

office .International students with short term stay permit do not need to join the National Health 

Insurance Program.  However, it is important to purchase overseas travel insurance in your mother 

country before your arrival to Japan.

2. Personal Accident Insurance for Students (GAKKENSAI）⇒Student 
Support Office

On entrance to TUAT, we ask all the students to join the “Personal Accident Insurance for Students 

Pursuing Education and Research”, which covers you against physical injuries arising from unexpected 

accidents during your education, research and extracurricular activities(Illnesses are not covered by this 

insurance).  You can join at any time of the year.  Insurance fee will be charged for annual basis only 

regardless of the enrollment timing.   Please contact Educational and Student Affairs Office.

3. Personal Liability Insurance for Students (GAKUBAI）⇒CO-OP

“Gakubai” covers damages for which the students may be held legally liable to pay in Japan or 

abroad by injuring third parties or damaging any property belonging to third parties during their 

curricular activities, extracurricular activities, or school events, and commuting to and from them.  To 

join the insurance, you need to become a member of the COOP with membership fee, however, the 

fee will be refunded at the termination of the membership before your return to home country. Please 

contact Educational and Student Affairs 

Office.https://kyosai.univcoop.or.jp/info/dm_book/pamph_inter2024/#target/page_no=1

4. Accident Insurance (FUTAI GAKUSOU)

“Futai Gakusou” is a voluntary insurance covering your injuries, illness, compensation responsibility etc. 

during general life, in addition to above Personal Accident Insurance.  To join Futai Gakusou, you first 

need to join Personal  accident Insurance.   Please contact Accident Insurance Consultation Desk 
directly at 0120-811-806 (9:30 to 17:00 weekdays) for details. 

https://kyosai.univcoop.or.jp/info/dm_book/pamph_inter2024/#target/page_no=1


具合が悪くなったときは

 体調不良のとき、以下のウェブサイトでは、医療機関のかかわりかた、探し方を
紹介していますので参考にしてください。  

 https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html

 救急車を呼ぶかどうか迷ったときは、＃7119救急電話相談センターに電話をする
と相談にのってくれます。

病気やケガで救急車を呼ぶべきか、自分で病院に行くべきか迷っているときは、
「救急電話相談センターに電話すると、医師や看護師などが相談に応じてくださ
います。詳しくは下記ホームページをご覧ください。

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/index.html
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https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/index.html


多言語医療問診票

多言語医療問診票  (23言語)
体調が悪いとき、怪我をした時など、病院で症状を説明する際に利用できる問診票
を各国語で掲載されているサイトがあります。参考にしてください。

https://kifjp.org/medical/japan       
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https://kifjp.org/medical/japan


病院を探す

 Address

St. Johannes

Sakuramachi 
Hospital (１－2－

20 Sakuramachi, 
Koganei City）

http://www.seiyo

hanekai.or.jp/sa

kuramachi-hp/

Tokai University 

Hachioji Hospital

http://www.hac

hioji-

hosp.tokai.ac.jp/

index.php

Tachikawa Chuo 

Hospital

http://www.tacti

s.or.jp/

Ryu Ladies Clinic

(Musashi Sakai 

Station) 

Gynecology/Inte

rnal Medicine) 

Chinese/English

http://www015.u

pp.so-

net.ne.jp/lcrkyon

an/en_index.htm

l

Yagawa clinic  

Internal 

(Medicine/Pediat

rics/Gastrointestin

nal/Rehabilitatio
n）

Chinese/English

No web page

Century Mita 
3－36－6 Fujimi-

dai, Kunitachi 
City 042-580-

5358

Himawari Skin 

Clinic (Kokubunji 

Station North) 

Dermatology/All

ergy

Chinese/English

http://www.hima

wari-skinclinic.jp/

Multi-lingual 

medical 

questionnaire 

kifjp.org/medical

AMDA 

International 

Medical 

Information 

Center 

https://www.am

damedicalcente

r.com/
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Hospital name
HP Address

東京都立多摩総合医療センター https://www.tmhp.jp/tama/en/

東海大学医学部付属八王子病院 http://www.hachioji-

hosp.tokai.ac.jp/index.php

立川中央病院 http://www.tactis.or.jp/

◎全国の病院・診療所・歯科診療所・助産所/薬局を探すときは
以下で探すことができます。

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-
web/juminkanja/S2300/initialize

◎以下のURLからは、地域と言語を選べます。

https://www.jnto.go.jp/emergency/eng/mi_guide.html#search

近隣の総合病院：

https://www.tmhp.jp/tama/en/
http://www.hachioji-hosp.tokai.ac.jp/index.php
http://www.hachioji-hosp.tokai.ac.jp/index.php
http://www.hachioji-hosp.tokai.ac.jp/index.php
http://www.tactis.or.jp/
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize
https://www.jnto.go.jp/emergency/eng/mi_guide.html#search


住宅関係（1）
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1. 国際交流会館・学生寮

本学は、府中及び小金井キャンパス内に留学生及び外国人研究者の居住施設である国際交流会館
を設置しています。また、本学の留学生は、一橋大学国際学生宿舎と本学学生寮（欅寮、檜寮）
の利用が可能です。詳しいことは、各学部などの担当係に問い合わせてください。

【施設の概要および入居方法】

a. 研究者

東京農工大学国際交流会館

 入居室数：府中国際交流会館9室（単身室6・夫婦室1・家族室2）

小金井国際交流会館30室（単身室29・夫婦室1・家族室0）

 入居年数：1年以内(詳細は各担当係へ）

 募集時期：単身者は随時募集。夫婦室・家族室は空室状況により公募。

b. 留学生

東京農工大学国際交流会館

 入居室数：府中国際交流会館48室（単身室40・夫婦室4・家族室4）

小金井国際交流会館37室（単身室32・夫婦室3・家族室2）

 入居年数：1年以内

 募集時期：毎年12月～1月、2月頃（新入生のみ）、7月～8月

 その他：入居する留学生は、個人賠償責任保険・火災保険への加入が義務づけられて
います。

一橋大学国際学生宿舎（一橋大学小平キャンパス内）

 入居室数：一橋大学国際学生宿舎32室（単身室20・夫婦室3・家族室 若干名分）

 入居年数：1年以内 ※新入生の応募は受け付けていません。

 その他：入居する留学生は、個人賠償責任保険・火災保険への加入が義務づけられて
います。
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住宅関係（２）

東京農工大学学生寮

欅寮（けやきりょう）：小金井キャンパス 男子寮

檜寮（ひのきりょう）：府中キャンパス 男女混住寮

詳細は下記サイトを参照ください。

国際交流会館： 

https://www.tuat.ac.jp/international/dormitories/international_house.html

学生寮：

https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/fukurikousei/gakuryo/

2. 民間アパート

上記学内宿舎が満室である場合や学外の住居を希望の場合は、大学付近の不動産会社を

利用して、各自で探します。学外学生寮、不動産業者情報は下記ウエブサイトを見てく

ださい。 

https://www.tuat.ac.jp/international/dormitories/off_campus_housing.html

また、下記学生生活係に近隣の家主から直接提供された不動産情報がありますので、

各担当までご連絡ください。尚、大学は情報提供のみで、物件紹介、あっせんは行い

ません。

●府中学生生活係：府中キャンパス 農学部本館１階 TEL 042-367-5579

●小金井学生生活係：小金井キャンパス 工学部管理棟１階 TEL 042-388-7011

https://www.tuat.ac.jp/international/dormitories/international_house.html
https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/fukurikousei/gakuryo/
https://www.tuat.ac.jp/international/dormitories/off_campus_housing.html


住宅関係（３）電気、ガス、水

3. Electricity, Gas, and Water

a. For new contracts/terminations, refer to HP or call customer center below in 
English.

b. In case of troubles such as blackout, gas or water leak, please contact the house 
administrator/apartment owner, or call customer centers.

c. Electricity : Tokyo Electric Power Company (TEPCO)
HP : https://www4.tepco.co.jp/en/customer/guide/service-e.html
Moving in/out : https://www4.tepco.co.jp/en/customer/online/online02-

e.html
TEL: https://www4.tepco.co.jp/en/customer/support/tokyo-e.html
[Tama area Customer Center ] Tel：0120-995-661 or 662（toll free. English 

speaking）

d. Gas :  Tokyo Gas Company
HP / TEL  :  http://www.tokyo-gas.co.jp/utility/office_e.html
EMERGENCY (gas leak, earthquake)  : 0570-002299
http://www.tokyo-gas.co.jp/foreign/english/userguide/emergency/kusai.html

[Customer Center] Tel：0570-00221 1(NOT toll free.  After you hear the 

recorded message, press 1 or 7 and ask for English speaking staff. )
e. Water :  Bureau of Waterworks, Tokyo Metropolitan Government
HP : https://www.waterworks.metro.tokyo.jp/eng/charge/otodoke.html
TEL: 
https://www.waterworks.metro.tokyo.jp/eng/charge/madoguchi/center_tam
a.html
[Tama-area Customer Center］ Tel：0570-091100（NOT toll free.  English 
speaking）
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3. 電気・ガス・水道

電気、ガス、水道の契約手続き(新規契約、解約等）は下記のHPまたはお客様セン
ターに連絡してください。英語可。

電気の故障・停電、ガス漏れ、水漏れ等の場合は、管理人に相談するか、下記ホー
ムページに掲載されている番号に連絡してください。

 電気 ：東京電力

カスタマーサービスＨＰ：http://www.tepco.co.jp/ep/private/index-j.htm 

問い合わせ先：

http://www.tepco.co.jp/ep/support/customercenter/customer_tokyo.html

[多摩カスタマーセンター] （toll free 英語可）

Tel：契約手続 0120-995-661 トラブル 0120-995-662 fax 0120-995-699

 ガス ：東京ガス

カスタマ―サービスＨＰ：http://home.tokyo-gas.co.jp/?sscl=side_home

ガス漏れ専用 TEL 0570-002299 or 03-6735-88998（日本語）

 水道 ：東京都水道局

ＨＰ： https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/

 Tel：各種申込み・問い合わせ 0570-091-100（not toll free 英語可）

http://www.tokyo-gas.co.jp/foreign/english/userguide/emergency/kusai.html
http://www.tokyo-gas.co.jp/foreign/english/userguide/emergency/kusai.html
http://www.tokyo-gas.co.jp/foreign/english/userguide/emergency/kusai.html
http://www.tepco.co.jp/ep/support/customercenter/customer_tokyo.html
http://home.tokyo-gas.co.jp/?sscl=side_home
http://home.tokyo-gas.co.jp/?sscl=side_home
http://home.tokyo-gas.co.jp/?sscl=side_home
https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/


大学施設

1. Library

The are two libraries at both campuses, TUAT students can freely  use both libraries.  There 
are some differences in rules at each campus therefore please refer to each library’s 
“Guide Book” or access their web sites below.

https://web.tuat.ac.jp/~biblio/annai/index.html

https://web.tuat.ac.jp/~biblio/

2. TUAT University Co-operative Union (COOP)

COOP is an organization funded and operated by the Co-op Union members. COOP 
provides variety of services including selling food, drinks, books, stationery, other daily 
products at COOP shops, operating cafeteria, ID photo machine, travel agency, ATM and 
accommodation services. COOP shops are located at both Fuchu and Koganei campuses.  
Please refer to the web sites for details. 

https://www.univcoop.jp/tuat/index.html 

3. Extracurricular Activities（Circles/Clubs）

At TUAT, athletic, academic and many different student groups are active. It 
would be a nice opportunity to meet Japanese students and get to know 
Japan/Japanese culture well. For details of activities, please refer to below web 
site.  If there are specific activities you would like to join, but no English information 
is available, please contact International Affairs Office.

http://www.tuat.ac.jp/campuslife/circle/index.html (Sorry Japanese ONLY) 

＊Event: No-Ko-Sai  

   Every year in November, school festival called No-ko-Sai are held in November.   Many International student 
groups particiate in the festival.  If you are interested, please contact Internatinal Affairs Office.   For more 
information, please check the website below.

https://sites.google.com/st.go.tuat.ac.jp/nokofes2020/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0
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1. 図書館

図書館本館は府中キャンパス内に、小金井分館は小金井キャンパス内に置かれています。
皆さんはこのいずれの図書館も自由に利用できます。利用の方法が多少違いますので、それ
ぞれの図書館が出している「利用案内」およびホームページを参照してください。

https://www.library.tuat.ac.jp/ 

2. 東京農工大学消費生活協同組合(COOP)

組合員が出資金を出し合い利用・運営する組織です。食料、飲み物、書籍、文房具、日用
品等の販売や、食堂の運営、証明写真、旅行代理店、宿舎探し、ATM等いろいろなサービス
を提供しています。府中・小金井キャンパスそれぞれに売店があります。詳しくはホーム
ページを参照してください。

https://www.univcoop.jp/tuat/index.html

3. 課外活動（サークル）

本学では体育会系、文化系等のさまざまなサークルが活発な活動を行っています。日本人
学生と交流したり、日本をもっとよく知る機会を得ることができます。

各サークルの活動内容については大学ホームページを参照してください。

https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/kagai/circle/

4. Global Café

小金井キャンパス、府中キャンパスそれぞれに留学生と日本人学生の交流の場として
Global Caféがあります。英語ランチ、英語ディスカッショングループ、留学生による自国
紹介等、いろいろなイベントが開催されていますので、のぞいてみてください。

◆ 小金井キャンパス Global Café :13号館5階

◆ 府中キャンパス Global Café ：本館1階 GIOオフィス隣

https://web.tuat.ac.jp/~biblio/
https://www.univcoop.jp/tuat/index.html
https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/kagai/circle/


生活関連情報 (1)

1. Bank Accounts & Remittance

By opening a bank account, you will be able to make deposit, send money to designated 

recipients, pay utility bills by automatic transfer, pay by credit card, and so forth.  Scholarship 

recipients are required to open a bank account to receive the money by bank transfer.  Please 

note that some scholarships designate a specific bank to open the account.  As for the 

Monbukagakusho or Japanese Government scholarship recipients must open their account at 

Japan Post Bank (Yucho Bank). 

To buy a new mobile phone in Japan, you must have a bank account.  To open a bank 

account, you need to present your passport and Residence Card or a copy of your Jumin-hyo 

(certificate of residence records).  Some banks may also request your personal seal registration 

and other documents.  Therefore please check beforehand.

For a simple remittance overseas or receiving money remitted from overseas, you may not have 

to open a bank account, but instead use ATMs located at convenience stores.

★Western Union :  http://www.westernunion.co.jp/en/product_services.php

At Japan Post Bank (Yucho Bank) and Seven Bank, you can withdraw cash from your bank 

accounts in your home country. Please check below sites for details including fees.

★Japan Post Bank (Yucho Bank) : https://www.jp-bank.japanpost.jp/en_index.html

★Seven Bank (at 7-11 convenience stores) :   
http://www.sevenbank.co.jp/intlcard/index2.html

2. Phone & Internet

a. Mobile Phone：We have a number of mobile phone service operators in Japan. To buy a new 

mobile phone, you need a bank account in Japan.  In general for a new subscription, you need 

to present your bankbook, registered seal, Residence Card or a copy of your jumin-

hyo(certificate of residence record), passport and a statement of a parent approval (if you are 

below age 20).  Subscription details vary widely depending on the operators.  Please take time to 

fully understand the contract details before signing the subscription.

◆ Au (KDDI)              http://www.au.kddi.com/english/?bid=we-we-gn-0002
◆ Softbank                http://www.softbank.jp/en/mobile/
◆ Docomo (NTT) :    https://www.nttdocomo.co.jp/english/

b. Internet ： Internet access conditions and providers differ depending on accommodations. For those who 

will reside in a private apartment, please confirm the details with the real estate agents.
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1. 銀行口座の開設

銀行で口座を開設すると、預金、送金、公共料金の自動振り込み、クレジットカードの代金支
払い等が可能になります。奨学金等の受け取りは、銀行振り込みによって行われるため、口座の
開設が必要です。受給する奨学金によって、銀行口座が指定されていることがありますので注意
してください。文部科学省による国費奨学金を受給する場合は、必ず「ゆうちょ銀行」での口座
開設が必要です。

また、日本で携帯電話を新たに購入する場合は、事前に銀行口座を開設しておく必要がありま
す。口座開設の際には、パスポート、在留カードまたは住民票の写しが必要です。銀行・支店に
よってはさらに印鑑の登録および住民票記載事項証明書が必要な場合もありますので、事前に確
認してください。尚、単に海外への送金・海外からの送金の受取りだけであれば、銀行口座無し
でコンビニ等ATMを利用する方法もあります。

★Western Union : http://www.westernunion.co.jp/jp/product_services.php

また、ゆうちょ銀行とセブン銀行では、海外の銀行口座から現金を引き出すことができます。
手数料等詳細は下記のサイトを確認してください。

★ゆうちょ銀行： https://www.jp-bank.japanpost.jp/en_index.html

★セブン銀行 (セブンイレブン内のATM) : https://www.sevenbank.co.jp/intlcard/card2.html

2. 電話・インターネット

a. 携帯電話：日本にはいくつかの携帯電話会社があります。携帯電話を購入する前に銀行口
座を開設してください。携帯電話購入にあたり必要書類は銀行通帳、届出印鑑、在留カー
ドまたは住民証の写し、パスポート、親権者等同意書（20歳未満の場合）等です。携帯電
話の機種、料金プランはさまざまで複雑です。契約内容を十分に理解した上で申込をして
ください。

◆ AU (KDDI) :  http://www.au.kddi.com/

◆ Softbank :  http://www.softbank.jp/mobile/

◆ Docomo (NTT) : http://www.nttdocomo.co.jp

b. インターネット：接続方法やプロバイダーは入居する宿舎によって条件が異なります。民
間アパートに入居する際には、事前に不動産会社等に確認してください。

http://www.westernunion.co.jp/jp/product_services.php
https://www.jp-bank.japanpost.jp/en_index.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/en_index.html
https://www.jp-bank.japanpost.jp/en_index.html
https://www.sevenbank.co.jp/intlcard/card2.html
http://www.au.kddi.com/
http://www.softbank.jp/mobile/
http://www.nttdocomo.co.jp/


生活関連情報 (2)

b. IC Card：

IC Cards are rechargeable cards with functions of transportation fare payments (bus, 
trains, subways) as well as commuter’s pass, debit card acceptable at shops.  You 
can purchase them at stations.

◆ SUICA (JR  East IC Card) https://www.jreast.co.jp/e/pass/suica.html

◆     

◆ PASMO (Keio Line IC card)  http://www.pasmo.co.jp/visitors/en/

◆ Train map in Tokyo           

     https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-

    around/subways/documents/rotemap_ttg_en_lite_all-0128.pdf

4. Bicycle Rules

Bicycles purchased in Japan must be registered for theft prevention and early detection 
of stolen bicycles.  The registrations fee is JPY 500. If you take over/purchase a bicycle from 
someone, you need to modify the registered information.  Using a bicycle without updating 
the registration information is regarded as a theft and you may be penalized. 

Also, please note riding a bicycle after drinking alcohol, is regarded as drunk-driving and 
may be penalized.  It is also illegal to ride a bicycle under umbrella or to carry another 
person.  Bicycle collisions have been increasing in and out of the campuses.  Please drive 
your bicycles carefully, as bicycle accidents can lead to a huge compensation claims.  For 
details of bicycle rules, please refer to the attachment. 

As for bicycle parking, your bicycle may be removed if it is parked in a no-parking zone.  
To pick up your removed-bicycle, please note that you will be charged for removal 
expense (and storage cost).  For explanations, please refer to city government pages of 
your residence.

5. Other

◼ You must always carry your RESIDENCE CARD and TUAT STUDENT ID CARD with you in 
order to present them when requested by immigration inspectors, control officers, police 
or other government administrative officers.

◼ It is strictly prohibited by the Japanese law to carry or use chemical substance such as 
drugs.  If you violate the law, heavy penalty will be imposed.  Please do not carry or use 
any chemical substances.  
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3. 交通機関

a. バス、電車：下記各ホームページを参照してください。

◆ バス：京王バス http://www.keio-bus.com/bus/ (英語なし）

◆ 電車：JR東日本 http://www.jreast.co.jp/railway/ （多言語）

b. ICカード：

チャージ式のICカード乗車券でバス、電車、地下鉄で利用できます。定期券も搭載でき、電
子マネーとして加盟店での買い物にも利用できます。JR各駅の自動発券機、またはコンビ
ニ等で購入できます。

◆ SUICA ：http://www.jreast.co.jp/suica/whats/index.html

◆ PASMO ：http://www.pasmo.co.jp/about/

c. 割引制度いろいろ

◆ 成田エクスプレス割引（成田空港⇔東京電車特定区間往復4000円）

           https://www.jreast.co.jp/e/pass/nex_round.html

◆ JR東日本 おとくな切符情報： http://www.jreast.co.jp/tickets/

4. 自転車

東京都は自転車保険の加入が義務づけられています。自転車に乗る場合は必ず保険に加入してく
ださい。
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/bicycle_insurance.html

また、改正道路交通法の施行により、すべての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となっ
ています。
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/menu/helmet.html

https://www.jreast.co.jp/e/pass/suica.html
http://www.pasmo.co.jp/visitors/en/
https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-
https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-
http://www.keio-bus.com/bus/
http://www.keio-bus.com/bus/
http://www.keio-bus.com/bus/
http://www.jreast.co.jp/railway/
http://www.jreast.co.jp/suica/whats/index.html
http://www.pasmo.co.jp/about/
https://www.jreast.co.jp/e/pass/nex_round.html
http://www.jreast.co.jp/tickets/
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/bicycle_insurance.html
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/menu/helmet.html


生活関連情報 (3)

b. IC Card：

IC Cards are rechargeable cards with functions of transportation fare payments (bus, 
trains, subways) as well as commuter’s pass, debit card acceptable at shops.  You 
can purchase them at stations.

◆ SUICA (JR  East IC Card) https://www.jreast.co.jp/e/pass/suica.html

◆     

◆ PASMO (Keio Line IC card)  http://www.pasmo.co.jp/visitors/en/

◆ Train map in Tokyo           

     https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-

    around/subways/documents/rotemap_ttg_en_lite_all-0128.pdf

4. Bicycle Rules

Bicycles purchased in Japan must be registered for theft prevention and early detection 
of stolen bicycles.  The registrations fee is JPY 500. If you take over/purchase a bicycle from 
someone, you need to modify the registered information.  Using a bicycle without updating 
the registration information is regarded as a theft and you may be penalized. 

Also, please note riding a bicycle after drinking alcohol, is regarded as drunk-driving and 
may be penalized.  It is also illegal to ride a bicycle under umbrella or to carry another 
person.  Bicycle collisions have been increasing in and out of the campuses.  Please drive 
your bicycles carefully, as bicycle accidents can lead to a huge compensation claims.  For 
details of bicycle rules, please refer to the attachment. 

As for bicycle parking, your bicycle may be removed if it is parked in a no-parking zone.  
To pick up your removed-bicycle, please note that you will be charged for removal 
expense (and storage cost).  For explanations, please refer to city government pages of 
your residence.

5. Other

◼ You must always carry your RESIDENCE CARD and TUAT STUDENT ID CARD with you in 
order to present them when requested by immigration inspectors, control officers, police 
or other government administrative officers.

◼ It is strictly prohibited by the Japanese law to carry or use chemical substance such as 
drugs.  If you violate the law, heavy penalty will be imposed.  Please do not carry or use 
any chemical substances.  
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自転車を購入する場合には、盗難予防や盗難自転車早期発見のため、防犯登録が義務付
けられています。防犯登録には500円の手数料がかかります。自転車を他人から譲り受け
る時にも防犯登録の変更手続きが必要です。変更手続きを行わないまま、自転車を所有し
ていた場合は盗難自転車とみなされ、罰せられますので、注意してください。

また、飲酒して自転車を運転した場合も飲酒運転となり罰せられます。傘さし運転や二
人乗りも禁止されています。キャンパス内外での接触事故も多発しています。多額の賠償
が必要となる場合もありますので、自転車の運転には十分注意してください。

尚、駐輪禁止地域に駐輪した場合は、自転車を撤去されることがあります。撤去された
自転車を返還してもらうためには、自分の自転車であっても撤去費用等お金の支払いが必
要になりますので、注意してください。

府中市の撤去自転車引き取りについて：

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/sekatu/hochijitensha/hochi.html

小金井市の撤去自転車の引き取りについて :

https://www.city.koganei.lg.jp/smph/kurashi/482/jitensha/map_tekkyojitensya.html

5. その他

◼ 在留カードと同様に、東京農工大学の学生証も外出の際には常に持ち歩き、入
国審査官、警備官、警察官等官公庁の行政官から身分証の提示を求められた際
には、提示してください。

◼ 麻薬等の薬物の所持・使用は法律で禁じられています。違反した場合は重い刑
事罰が科せられます。絶対に所持・使用しないようにしましょう。

https://www.jreast.co.jp/e/pass/suica.html
http://www.pasmo.co.jp/visitors/en/
https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-
https://www.gotokyo.org/en/plan/getting-
http://www.city.fuchu.tokyo.jp/kurashi/sekatu/hochijitensha/hochi.html
https://www.city.koganei.lg.jp/smph/kurashi/482/jitensha/map_tekkyojitensya.html


帰国時の手続き
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Many procedures are required when international students and researchers  leave Japan.
Please start preparing well ahead of the leaving date.  

1. Move-out procedures and utilities bill
Usually you need to notify the landlord your moving date one month in advance and go 

through the necessary procedure. If you do not notify the landlord before the deadline, 
your security deposit may not be refunded. 

It is also important to CANCEL electricity, gas, water services and pay the outstanding bills.

2. Termination of contracts and others

a. Phone bill

If you are using fixed line telephone, you need to notify the telephone company of your 

moving date and pay any outstanding bill.  Similar procedure is necessary for mobile phones.

b. Internet services

Please cancel the internet services two months before your moving out date.

c. Bank accounts

You need to go to your bank to close the account.  If your utility bills were paid from the 
bank account, it is necessary to confirm that all outstanding bills have been paid.  If 
students were receiving a scholarship, they must confirm that the final payment of the 

scholarship has been made before closing you account. 

d. Notification of moving out and national health insurance

You need to submit a notification of moving out to your local ward office.  Also it is 
necessary to return the national health insurance card to the local ward office and make a 

final adjustment of insurance fee. 

e. Return student card, library card, staff card

Please return the cards to general affair division of your department.

f. Return residence card

Upon presentation of your Residence card at the airport, the immigration officer will punch 

a hole in the card to invalidate it and return it to you.

帰国の際にはさまざまな手続きが必要です。余裕をもって帰国準備をおこなってく
ださい。

1. 住居の退去手続き・公共料金の精算

 一般的に退去日の1カ月前までに退去日を管理人に連絡して、手続きを行う必要が
 あります。民間アパートでは退去日の連絡をしない場合、敷金が戻ってこない等
 の不利益を被ることがありますので、注意してください。

 また、電気、ガス、水道の解約と料金精算も忘れずに行ってください。

2. 各種証明書の返却・契約の解約ほか

a. 電話料金の精算

 固定電話を設置している場合は利用会社に退去日を連絡して精算を行います。携
 帯電話の場合も解約手続きが必要です。

b. インターネットの解約 帰国の2カ月前を目途に解約手続きを行ってください。

c. 銀行口座の解約

 銀行窓口での解約手続きが必要です。公共料金を口座振替にて支払っていた場合
 には、料金の精算が済んでいることを確認してください。奨学金を受給している
 場合は、最後の奨学金が入金されていることを確認してから解約してください。

d. 転出届および国民健康保険証の返還

 帰国する前に、住居地にある市・区役所に転出届の提出が必要です。また、国民
 健康保険証も、住居地にある市・区役所に返却し、保険料を精算する必要があり
 ます。国民健康保険料は必ず精算して帰国してください。

e. 農工大の学生証・図書館利用証・職員証等

 所属の各学部・学府・研究科窓口に返却してください。

f. 在留カードの返却

 空港で提出すると、在留カードに穴をあけて無効化し、本人に返却されます。



If you have any questions, 

please contact International Affairs Office.

            e-mail:  kokusai@cc.tuat.ac.jp
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